
宮地小だより

「み」 みんななかよく
「や」 やりとげよう 最後まで みやじっ子に
「じ」 自分からすすんでがんばる

令和７年度
10月号

校長 大住 和行

10・11月の主な行事予定
10/28 （火） 集団遊び
10/30 （木） いきいき芸術体験（九州

打楽器合奏団公演）

11/  7 （金） 弁当の日
PTA読み聞かせ

11/14 （金） わ・わ・わっ学習発表会
11/25 （火） 持久走大会練習期間

(～12/16)
11/27 （木） スクールミュージアム
11/28 （金） 六校園研修（八中参観）

子供たちが、お互いの成長している点や

いいところに目を向けることができるよう

にと願って、２学期から取組を始めた「宮

地っ子 スマイル・プロジェクト」。

学級担任以外の職員も、子供たちの「今

できているところ」を見つけて、ほめていこ

うと考え、見つけたすてきな姿をメッセージ

カードに書いて伝えています。

そのいくつかを紹介します。

☆【１年生】 先生が「こっちを向いてくださ

い。」と言われたとき、すぐに先生を見て

いました。素晴らしいと思いました。

☆【２年生】 いい姿勢で先生の話を聞いて

いる人がたくさんいました。

☆【３年生】 図工の授業中、友だちの絵の

いいところや工夫しているところをたく

さん見つけてほめ合っていました。

☆【４年生】 掃除の終わりにトイレ掃除の

道具を取りに来た４年生。帰りの会に間

に合うよう明日取りに来るように伝えた

ら、翌日早めに取りに来て掃除をがん

ばっていました。

☆【５年生】 体育館でドッジボールと鬼ごっ

この２グループに分かれ仲よく遊んで

いました。

☆【６年生】 階段掃除を隅々までやってく

れました。ピカピカです。ありがとう。

ちょっとしたことや当たり前のことでも、今

できているところを見つけ出し、ほめること

で子供たちに自信や達成感などが生まれ

るといいなと思っています。

「スマイル・プロジェクト」

10月8・9日に、６年生は長崎に修学旅行

に行きました。１日目に、２歳の時に被爆され

た中村さんから、ご自身の体験についての

お話を伺いました。被爆による火傷、体の傷、

そして周りの人たちから受けたいじめや差

別について、その時のことを噛みしめるかの

ように静かに話してくださいました。子供た

ちは真剣に中村さんの話を受け止めていま

した。

中村さんの話を受けて、６年生が感じたこ

とや考えたことを中村さんに伝えました。

➢ 小さな戦争からなくしていきたいと思い

ました。

➢ 中村さんは、いじめや差別に耐えた経験

を話してくださいました。ありがとうござ

いました。

➢ これまでも何度も講話をされてきたと思

いますが、伝えたかったことは何です

か？

【中村さん】 いじめや差別をなくして

ほしいということです。

長崎修学旅行で学びました


